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会社概要
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会社名 株式会社ビーアイマトリックス (BI MATRIX Co., Ltd.)

代表者 BAE YOUNG-KEUN

設立 2005年4月 (韓国) / 2017年6月 (東京支社)

従業員数 184人 (2023.11.20)

事業分野

AUD Platform ソリューションの開発と販売・コンサルティング

- EPA (Excel業務自動化)

- ローコードツール

- BI (Business Intelligence)

- 生成AI

備考 KOSDAQ上場 (2023.11.9)

EPA
(EXCEL Process Automation)

LCAP
(Low Code Application Platforms)

BI
(Business Intelligence)

生成AI
(Generative Artificial Intelligence)

600+
顧客が利用

100+
年間プロジェクト

10+
海外導入



技術力
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保有特許数 韓国 日本

26件 17件 9件

2021.03.16 テンプレートベースのExcelドキュメントオンライン作業システム

2021.05.10 Excelシート上のオブジェクトアクションを利用した業務自動化システム

2019.02.19 グラフィカルインターフェイスに基づいてイベント動作をプログラムするWebレポート設計システム

2019.10.15 グリッドインターフェースベースのデータ入出力システム

2018.09.10 更新データごとに最適なクエリ ステートメントを生成するスプレッドシート ベースのデータベースを更新する方法

2018.01.12 キャッシュテーブル統合型2段階クエリ処理システム

2018.02.08 レポートの重要度を分析するメタデータベースのオンライン分析処理システム

2017.08.14 表計算インタフェースを用いたデータベース更新システム

2015.03.19 大量のデータを簡単に分析するためのテーブル関係や参照のテンプレートを検索・提供するテンプレートベースのオンライン分析システム

2015.08.07 大量データ処理のためのS Q L解析による2段階クエリと結果キャッシュを用いたオンライン解析処理手法

2011.02.01 エクセルベースのDBテーブル更新システム及び方法

2010.07.05 Excelベースの分析レポート作成システムおよび方法

AUD Platform 特許

14件



導入企業
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韓国

日本

製造 建設 公共 金融 流通 サービス ICT化学



製品の特徴
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BI/OLAP Dashboard Report UI/UX
EXCEL
自動化

5つの機能を１つで

All-in One



EPAのご紹介
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Excelのメリットをそのまま活用

✓ 表計算と集計
✓ データ分析
✓ グラフや表によるレポート作成
✓ 帳票作成
✓ 進捗管理と計画業務
✓ マクロ機能による定型作業の自動化

Excelのデメリットを解消

✓ 大容量のデータ処理
✓ 手作業による集計業務
✓ リアルタイムデータの共有
✓ 過去データの検索
✓ アクセス権限管理

区分 EPA（自動化） システム化

目的 単純な繰返しの手作業を自動化

開発期間 1~2ヶ月 4~6ヶ月

開発方式 現場とIT共同開発 IT 主体の開発 

開発ツール AUD Platform DB/SQL/関数/VBA

メンテナンス 現場 (IT 支援) IT

自動化Vs システム化EPAのメリット

EXCELのインポート→DB連携→サーバへエクスポート（EXCELのレイアウト、数式、書式などそのまま利用）

WEB
自動変換
Engine

Excel
そのまま

ローカルExcel

EPAとは、Microsoft Excelを使用して特定の業務プロセスやタスクを自動化することを意味します。Excelはデータ処理や分
析、報告作成などの様々な業務に広く使用されており、業務の自動化は効率を向上させることができます。



EPAの期待効果

業務担当者

IT 担当者

役員

実務担当者
実績資料 メール送付

報告用
レポート 

集計用報告書

計画報告書

リクエスト・質問ERPなど
他システム

集計 / 報告資料作成

AS-IS

業務担当者

実務担当者

役員

メールで送る必要なく、 
ウェブ上でデータを
登録してDBに反映

別途報告書を作成指示する
必要なく、リアルタイムで
実績/計画データ確認可能

データと資料の転送、依頼しなくて
自動的に報告書作成

AUD
Platform

EPAによる業務プロセス
3~4 Hour /週 所要

TO-BE

データ抽出 画面設計 コーディング

データ抽出 画面設計 コーディング

JAVAで開発した場合の工数

EPAで開発した場合
データ抽出: i-METAを利用したSQL自動生成
画面開発 : 既存のExcelレイアウトをそのまま使用
コーディング : Excel数式および関数を使用(一部のマクロは活用)

1
約5

費用節減

メンテナンスの担当者 : IT

IT + エンドユーザ
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EPAの事例
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導入前の課題

✓ 担当部門である業務推進部の場合、次の作業で時間と
手間がかかる。
• メールを利用した数百個以上のEXCELレポートの収集
• 各組織ごとの計画データの集計
• 過去のデータを参考するために過去のEXCELファイルの
管理やデータ検索

✓ 約２ケ月以上導入検討していた日本製の事業計画専門
ツールは次のような問題点が見つかった。
• レポートの開発期間が非常にかかるため、運用開始まで
にシステム構築が間に合わない。

• 現行の事業計画EXCELファイルをそのまま使用できない
ため、ユーザトレーニングに非常に時間がかかる。

選定のポイント

✓ メールによるレポート収集およびまとめの時間がなくなった。
✓ 約1か月かかったデータ集計作業がなくなった。
✓ 前年度(過去)の計画データの確認などデータ活用が可能
になった。

現場 部門 本部

設計

本社

本社

収集
集計
報告

収集
集計
報告

計画作成
報告

計画作成
報告

全社

現場

照会

集計

AS-IS

TO-BE

計画入力



生産性向上
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ROIの向上(業務・開発生産性の向上)

顧客 案件名 ROI(業務生産性)
ROI(開発生産性)

画面あたり約4日の開発時間の減少
ユーザ数 画面数

部品製造

設備投資管理
自動化

年間1,500時間短縮
（年間7,200,000円削減）

1,600時間短縮
（8,000,000円削減）

100 50

勤怠管理
自動化

年間6,000時間短縮
（年間29,600,000円削減）

960時間短縮
（4,800,000円削減）

400 30

建設
予実管理
自動化

年間24,000時間短縮
（年間120,000,000円削減）

960時間短縮
（4,800,000円削減）

500 30

プリンタ
製造

EUC
年間96,000時間短縮

（年間480,000,000円削減）
48,000時間短縮

（240,000,000円削減）
1,200 1,500

金融
予実管理
自動化

年間40,000時間短縮
（年間200,000,000円削減）

3,200時間短縮
（16,000,000円削減）

500 100



ローコード開発
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開発費用を節減するために多様な開発プラットフォームを提供します。

コンポーネントベースのWEB開発用デザイナー

WEB用分析画面

EXCELベースのEPA開発用デザイナー EXCELベースのEPA開発用デザイナー

WEB用ログ制御管理画面 EXCEL用商談内容分析画面

配布 配布 配布



ノンプログラミングの画面例
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DBと連携したEXCEL画面 分析用WEB画面

DBと連携したEXCELをWEB画面に自動変換 DBと連携したEXCEL画面



多様なローコード機能
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事業部門の担当者がコーディングなし
で、マウスのドラック＆ドロップだけで、
様々な業務データを抽出することがで
きます。

データ登録用画面もマウス操作だけ
でリスト形式の店舗管理画面を業務
部門の担当者が作成できます。



多様なローコード機能
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プロセスフロー図

・条件分岐 ・グループ化
・データ更新 ・画面移動
・ハイパーリンク ・データクリア
・コピペ ・表示/非表示
・メッセージ出力 ・マクロ呼出
・データ保存

複雑なロジックもマウス操作
だけで設定できます。

Module Editorで開発した様々なモジュールを実行
できます。モジュールはサーバーでリアルタイムで実行
されるため、ソースの中央管理ができます。



ありがとうございます。
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